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教育実践報告
1．はじめに
　本科目「経営情報論Ⅰ」は、本学経営情報学部経営情報学科に分属直後の学科 2年次春学期（前
期）必修科目である。経営情報学科での学びの導入科目および学科全体のカリキュラムに結び
付いた科目として位置づけられ、経営情報学科の共通リテラシー（読み書き・ソロバン力）の
内容として、企業・社会が何を目的として情報システムを活用するのか、どのような情報シス
テムを活用しているのかを具体的な事業の事例を通じて理解することを目的とする。そのため、
本講義では理論的な枠組みの解説にとどまらず、広く現実社会で起きている問題解決や技術革
新について、現場における最先端事例を取り上げながら、今後の学びに結び付けられるような
講義を展開した。本稿では、その概要と本講義の教育効果について論考する。
2．カリキュラムの概要
　本科目の概要は、ガイダンス・予習（1講）、事例研究（ご講演等、以下同じ。2、3講）、ま
とめと事例研究予習（4講）、事例研究（5～ 7講）、まとめと事例研究予習（8講）、事例研究
（9～ 11 講）、まとめと工場見学ガイダンス等（12 講）、工場見学（13 ～ 15 講、工場見学に行
かない場合は総復習・レポート作成）である。
　「はじめに」に記した目的を達成するため、受講生にとって「情報システムの活用と効果」
が極力身近に感じられる事例の紹介を中心とした。また、その理解を容易にするため、事前に
予習授業（概要と理解を求めるポイント、関連情報源の提示等）を実施し、事後にまとめの授
業（概要と意義の確認）を行った。最後に、本授業で養った「情報（システム）の経営への活
用」に関する知見につき、自ら観察しその理解を深めるための工場見学を行った。
3．カリキュラムの内容
3.1　事例研究（ご講演等）の「本科目の主旨」からの概要
（1）スポーツにおけるデータ分析入門　［4 月 19 日］（四国アイランドリーグ plus 運営会社
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IBLJ　取締役会長　森本美行氏）
　スポーツにおけるデータ分析の基本原理は「敵を知り己を知れば百戦殆うからず」に代表さ
れる情報の重要性である。昔の日本のスポーツにありがちだった「十分に合理的な戦略なく戦
い、主観的に反省し、『次は頑張ろう』という感情によるルーティンで終わる」のではなく、デー
タを活かして PDCAを実行することである。森本先生はこれを以下の①～⑤の流れ、考え方
として示された。
　①「目的の明確化」は、データ分析の大前提であり、これがなければ、分析の方向性を誤る
可能性がある。②「情報をインテリジェンスに加工」とは、データを峻別し受け手に理解可能
にするプロセスである。例えばサッカーでは多数のカメラ等からデータを収集・蓄積できるよ
うになったので、4000 万 / 試合ものデータが収集できるが、そのままでは活用できない。デー
タが多すぎる状態は、分析すべき事実を確実に把握することが困難という意味で情報の質が低
い状態である。例えば、走行距離のデータであれば、スプリント等高速度分を抽出することで
チームのプレースタイルの類型化（カウンター型 /パス型）、即ちインテリジェントな加工がで
きる。③「競技の本質を考える」とは何が最も重視すべきデータであるかを洞察することである。
例えば、映画『マネーボール（野球）』で紹介された SABRE…METRICS【セイバーメトリクス】
では、スリーアウトにならない限り攻撃できることから、出塁率（アウトにならない）が特段に
重要なデータであるという本質を見出した。④「起きなかった事象をみる」とは、例えばサッカー
等におけるパスの成功率が高いことの裏で積極的な攻撃がなされていないことを見落とさない
等のことである。左記を踏まえ、どのタイミング・場で、誰に、何を、いかに伝えるか等、⑤「伝
える力」も重要な意味をもつ。以上について、ご経験を踏まえた事例も引用しながら、講義い
ただいた。特に、2010 年と 2014 年のサッカーワールドカップ日本代表の「本戦前のデータから
の『データの解釈および工夫の差異』」による本選での結果の違いについて説明をいただいた。
（2）情報技術が食卓に笑顔を増やす　［4 月 26 日］（A社での本事業のご担当経験者B氏）1
　A社の本事業は、200 万品を超えるユーザーによる投稿レシピを核とした「日本最大の料理
サイトで」ある。しかし、1997 年創業の本サイトは、最初からこのように成功した訳ではない。
情報技術の活用と強く関係する次の三点が、本サイトの特段の成功要因としてあげられよう。
　第一に、材料からのレシピ検索である。従来、レシピは書籍・雑誌で提供され、種類・目的（和
/洋 /中、ごちそう /お手軽等）別に整理されていた。材料からレシピを検索することは困難
であった。しかし、Web 上のレシピサイトでは材料からの検索が容易に実現できた。これに
より、残り物からレシピを検索するというレシピのキラーアプリが生まれた。
　第二に、「つくってみての利用者レポート」を開始したことが本サイトの決定的成功要因となっ
た。「本レポートで評価が高い、レポートの多い」レシピは間違えなく「美味しいレシピ」であり、
サイトの価値を高めた。更に本レポートを励みとして、レシピ投稿数も増加しサイトは急成長
した。ネットビジネスにおける、消費者生成メディアにおける代表的な大成功事例である。
　第三に、特に先のレポート開始以降の利用者・コンテンツの急増に対応できたのは、進化した
情報インフラの活用があったからこそである。当初、購入したサーバー等を用いて自社構築して
いたシステムが、現在はクラウドを使ってのシステム構築に移行している。この間の情報システ
ム技術のコストパフォーマンス、拡張性の向上をフルに活用して、現在のサービスが可能となった。
1… 本年度の講演に代えて、同趣旨（類似テーマ）の昨年度の講演内容を記述。
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　なお、第一、第二の成功要因等、本サービスは、計算し尽くしたというより、様々なトライア
ルを繰り返すことから成功に至った面も多く、その試行錯誤に大きな意味があったと考えている。
（3）インターネット広告業界と求められる人材　［5 月 17 日］（㈱DAサーチ&リンク田村理氏）
　田村氏は、デジタルマーケティング業界での実務経験を踏まえて、インターネット広告の進
化と、その業界で求められる人材についてご講演された。
　インターネット広告は、他の広告と同様の…“企業から消費者への一方向的な情報発信”…か
ら、インターネットの特徴を活かした…“企業と消費者との双方向性をもったもの”…へと進化し
てきた。また、企業から発信される情報は、より消費者個別のものになりつつある。この変化
は、ICTの発展によってもたらされた。その中でも特に同氏が重要としてご説明されたのは、
Cookie やユーザー IDによるターゲティングの高度化、リアルタイム入札による広告費用投下
戦略の高度化である。
　これらにより、必要とされる広告が、必要とされるタイミングで、必要とする消費者に表示
される確率が飛躍的に高まり、広告主である企業は広告の費用対効果を高められ、広告を受け
取る消費者は必要な広告（情報）に時間を割き、必要のない広告（情報）に割く時間を削減で
きるようになった。一方で、広告媒体企業の増加に伴い、広告の種類と課金形態が多様化し、
その運用も複雑化している。そのため、広告運用を行う企業の従業員には、広告に関する広範
な知識と、それを活かしたロジカルな広告運用が求められるようになっている。同時に、実績
に基づく PDCAを循環させることが重視され、単なる広告運用ではなく、運用のコンサルティ
ングを担わなければならない。
　このような状況は、そこで働く労働者のキャリア形成過程にも影響を及ぼしており、1社で
キャリア形成をするのではなく、業界内の複数社で業務を経験することによるキャリア形成が
当然となっていると同氏は感じている。そのため、個人のキャリアにおいて多様性に富んだ経
験ができ、また人脈も広がりやすく、実力があれば人の口に上るため、自身の技術力とプレゼ
ンスを上げやすいのが、同氏がこの業界に感じている魅力だという。
　このように、ICTの発展が業界の変革をもたらし、それにより関係者の働き方まで変化させる、
というプロセスは、インターネット広告だけではなく他業界にもみられるし、今後も多くの業界
で進むであろう。そうした中で、いかに自身の技術を磨くべきか、考えさせられる講演だった。
（4）企業による経営情報の活用事例［5 月 24 日］（ヤフー㈱松崎哲也氏）
　松崎氏は、各種のネットビジネス等での実務経験を踏まえて、企業にとっての情報の価値と「企
業が情報をいかに企業価値の向上に活用しているか」、その効果・可能性について講演された。
　現在松崎氏が担当されているヤフーショッピングは、出店者の摩擦係数ゼロ（毎月の出店料
金と売上ロイヤリティ無料）を実現している。これにより、ショッピング商品数の国内最多（2.7
億、2016 年度決算）、同事業の取扱高前年比 21.4% 増（第四半期）を実現した。何故これがで
きたのか、これにより何を狙っているのか、何故収益をあげられるのか。
　その答えは、「利用者を多数確保した成果としての『多数の利用履歴蓄積』を、様々に、特
にマーケティングに利用すること」である。実際、閲覧・購買履歴に基づくリコメンデーショ
ンは、一般的な広告・推薦の 5倍の成果をあげている。また、情報活用による広告の成長が当
該事業の売上を高めている。この「利用者増→履歴情報増→情報活用→利用者増」サイクルを
回すため、ポイント 10 倍、「スマフォアプリ経由（個人把握可能）のポイント 2倍」等のプロ
モーションを行っている。
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　情報が価値であることを示す象徴として世界時価総額ランキング（1位…アップル、2位…ア
ルファベット［グーグル持株会社］、3位…マイクロソフト、4位アマゾン、5位フェイスブック）
があげられる。また、グーグルが写真の無料保存を行うのは、写真情報が極めて豊富なマーケ
ティング情報を含むからである。例えばドライブの写真から、車検時期、自動車の嗜好、家族
構成にはじまり、各家族のファッション嗜好、趣味に至るまでの情報が収集でき、マーケティ
ング・広告に活用できる。
　今後は、I…o…T の進展、センサー数の飛躍的向上による「ビッグデ―タ」化が更に急進し、
囲碁ソフトにみられる「人口知能」の進歩と相まって、「情報価値の拡大とその活用」が一段
と進むだろう。
（5）天使か悪魔か　羽生善治　人工知能を探る［5 月 31 日］（NHKスペシャル）
　2016 年 5 月に放送されたNHKスペシャルを題材に、AI と共存する社会について考えた。
同番組では、Google…DeepMind 社の開発したコンピューター囲碁プログラムである「AlphaGo」
が、数多くの世界戦で優勝した経験のあるイ・セドルとの 5番勝負で 4勝 1敗と大きく勝ち越
した事実を軸に、今世界でAI がどのように発展して、どのように利用されているかを特集し
たものである。
　AlphaGo が革新的だったのは、それまで、まだ現在のテクノロジーでは不可能と考えられ
ていた、囲碁のトップ棋士に対する勝利を実現したということだけではなく、その対局の中で、
トップ棋士でも考えつかないような戦略をみせたことだ。これは、深層強化学習を実装したコ
ンピューター同士の膨大な数の対局から生み出された結果だった。
　このような技術の著しい発展は、人と会話するロボットや、人の命令を柔軟に理解して作業
をするロボットなどの汎用的な機械から、医療分野での画像診断など機能特化した所謂「超知能」
（人間の能力を遥かに超える結果をもたらすプログラム）まで、様々なものを生み出している。
　しかも、これらは既に研究段階を終えつつあり、社会に浸透しつつある。例えばシンガポー
ルでは、「スマートネーション戦略」のもと、AI による国家運営が目指されており、既に実証
実験が始まっており、交通の効率化などで一部成果をあげている。
　一方で、これらの技術を人間が確実に管理できるかと言うと、まだ課題が残されている。例
えばAlphaGo がイ・セドルに負けた対局では、AlphaGo は、素人がみても明らかに無駄と分
かる手を繰り返し打ち、惨敗した。その理由は、開発者でもはっきりとは分からないという。
このような、AI の言わば「暴走」ともとれる現象を制御できるのかについては、今後の研究
を待たなければならない。
　このような状況の中で、今後AI をどう発展させ、それと人間とはどう関わり合うべきか、今、
真剣に考えるべきときが来ているということを感じさせられた。
（6）創業から今まで［クラウドファンディングング事業］［6 月 14 日］（ミュージックセキュ
リティーズ㈱代表取締役氏…小松真実氏）
　小松氏は、本学卒業後、早稲田大学ファイナンス研究科を終了し、2000 年 12 月に現在も代
表を務めているクラウドファディング事業を立ち上げられた。クラウドファンディングは、Web
を活用して、「特段に広く事業計画を伝え、広範にわたる共感者から資金を集める仕組み」である。
　幼少期から音楽に強い思いをもっていた小松氏は、ミュージシャン（つくり手）の意思を尊
重した音楽つくりのため、「音楽家が資金調達できる証券会社をつくりたい」と切望し創業した。
当初は、ミュージシャンのためのファンドに特化していた。そして、①インディペンダントと
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いうキーワード、②リスクの担い手は多数であるほどいい、③共感とリスクテイクには大きな
関係があること等多くを学んだ氏は、2007 年、つくり手との出会いを契機に、つくり手のた
めの純米酒ファンドをも組成した。
　2011 年には、全国の個人が一口 1万円から被災地の事業者の再建・雇用回復を応援できる「被
災地ファンド」を組成した。本ファンドでの支援の特徴は、寄付だけでなく、当事者の意思・
意欲を尊重した投資を重視していることである。事業者が「事業計画・意欲が『投資に値する』
と評価されること、自立心が認められること」によって勇気づけられることにより、被災から
の回復が加速される。現在、氏のファンドは、つくり手・当事者を重視した「社会的意義の高
い」ファンドとなっている。
　社会性・地域的意義の高さから、ファンドが成立した（社会性と需要に関する評価を得た）
案件に地銀が融資する等、地域金融機関、地方公共団体との連携も進めている。
　小松氏の実践は、情報システムの活用が「ビジネスの活性化から発展・飛躍して、社会の課題、
金融の課題（融資における個人保証、出資による経営権の弱体化等）をも解決し得る」ことを
示している。情報システムの活用が極めて意義深い可能性を有していることの貴重な例証である。
（7）データサイエンティストの仕事［6 月 21 日］（㈱ブレインパッド紺谷幸弘氏）
　紺谷氏は、ご自身のデータサイエンティストとしての実務経験を踏まえて、ビッグデータと
その生み出す価値、その過程での課題を中心に、データ分析の価値についてご講演された。
　近年、従来技術では処理することが困難な、ビッグデータに注目が集まっている。しかし、
同氏はビッグデータが必ずしも良いデータであるとは限らないという。ビッグデータに限らず、
データの良し悪しはデータの分析目的と合致するかどうかによって決まるというのだ。
　例えば、Yahoo…JAPAN社のもつビッグデータは、消費者の全体的な傾向を把握する上では
良質だが、大量であるがゆえに、分析の試行錯誤には向いていないという。そのため、そのデー
タからサンプリングした少量のデータを用いて試行錯誤し、目的を達成する目処がつけられた
分析手法を全量データに当てはめるような工夫が必要になるとのことだ。
　一方で、このような手順にも課題はあり、2つの壁があるという。1つは、大量のデータを
処理するのに想定以上に時間がかかる、ということ。もう 1つは、少量のデータに適用できた
分析手法が全量データに通用しない場合がある、というものである。特に後者の壁に当たった
場合、ビジネスプロジェクトに及ぼす負の影響が大きく、注意が必要であるとのことだ。
　そこで必要になってくるのが、そのプロジェクトの価値を理解し、価値の低いものに時間を
使わないことだと同氏は考えている。そこでの分析の価値とは、データを分析したことにより
得られる利益の増分であり、それを十分大きくできるであろうプロジェクトを計画することが、
ビッグデータの分析のようなリスクの大きいプロジェクトに重要ではないか、とのことだった。
　ICTの発展により、計算コストについての厳密さは過去ほど必要ではなくなっているよう
に感じられるが、先端分野では、まだまだそのようなことはなく、価値とコストのバランスに
よる人間の判断が重要になっていることを改めて認識させられた講演だった。
（8）魔法使いから魔法少女への変遷とキャラクタービジネス［6 月 28 日］（未来映像研究所　
小野原正明氏）
　小野原氏は、各種のアニメ・キャラクタービジネスでの実務経験を踏まえて、魔法使いとそ
の派生系である魔法少女を軸に、それを取り巻くメディアの変遷について講演された。
　同氏が東日本大震災復興支援のキャラクターとして考案した「東北ずん子」というキャラク
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ターも魔法少女である。東北ずん子は、東北に本社を登記する企業であれば、ライセンスフリー
で使用可能であり、2016 年に SSS 合同会社が算出したその経済効果は、推定 2.2 億円にも上る。
この成功は、メディアの変遷に伴う魔法少女文化の歴史の積み重ねの上に成り立っているとの
ことだった。
　以下、小野原氏が振り返った魔法使い／魔法少女の歴史について概要をまとめよう。
　元々魔法使いは、欧米の物語の中で、主人公の援助者あるいは敵対者であるおばあさんとして
描かれることが多かった。それが、TVというメディアの登場により、ファミリー志向の魔法使いに
変化する。アメリカのTVドラマ「奥さまは魔女」のヒットはその変化のきっかけとなった。このド
ラマは日本でもヒットし、それをきっかけに、女児向けに魔法使いを少女として描いたアニメ作品が
次々に生み出された。こうして、「魔法少女」というキャラクタージャンルが確立し、男児向け作品
とそのマーチャンダイジングの成功の影響を受けながら、日本独自の発展をしていくこととなる。
　この発展の過程で、当初女児をターゲットとしていた魔法少女キャラクターが、より高い年齢層、
あるいは男性にも求められるようになった。そして、そのような多様なターゲットで構成される市
場にインターネットメディアでアクセスすることで、新たな発展期を迎えているのが現在である。
　以上のような歴史を考えると、東北ずん子は、公式サイトでイラストなどの素材がダウンロー
ド可能である他、アニメ作品を制作するためにクラウドファンディングを利用して資金調達を
試みるなど、まさにこの歴史の積み重ねとインターネットメディアの発達との交差点で成功し
たモデルである。このような形式は、ICTとキャラクタービジネスとのシナジーであり、そ
の発展のモデルの一つとなるのではないだろうか。
3.2　工場見学（サントリー天然水のビール工場東京・武蔵野ブルワリー）
　サントリーホールディングス㈱の東京・武蔵野ブルワリーは、サントリー初のビール工場と
して、1963 年に開設された。同社のビールの主力商品である、「ザ・プレミアム・モルツ」も
この工場で開発されており、同社にとって非常に重要な工場であるといえる。
　工場見学では、素材選び～仕込み～発酵～貯酒～濾過～パッケージングまで、一連の工程を、
適宜実物を示していただきながら説明いただいた。各工程での人間の役割は、主に官能的なも
の（原材料の状態の見極めや発酵過程での味の確認など）であり、機械的な作業は殆ど自動で
制御されているようだった。
　見学中も工場の中で働いている人を見かけることはあまりなく、殆どが ITで制御されてい
るのが見て取れた。特にパッケージングの工程では、缶の洗浄～ガスの噴射～ビールの充填～
缶蓋による密封まで、すべての工程が自動化され、高速に処理できるように制御されていた。
　このような人間と機械との協業による製品製造は、今後 I…o…T の活用・発展が進む中で、更
に追求されていく分野と考えられ、学生にとってはそのような未来を考える良いきっかけに
なったものと思う。
4．本科目に関する評価
4.1　各回のレポ―ト・アンケート等からみる学生の成長と経営情報論に関する興味の喚起
　本講義では、事例紹介を行った講義すべてにおいて、講義終了後に、講義に関する理解、経
営情報学に関する理解および経営情報学への関心を測るためのアンケートを行った。設問は毎
回同じで以下の 6問とし、それぞれ 5段階評価で回答を得た。
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設問 1.… 今回の講演／事例について、他の人に説明できると思いますか
設問 2.… 今回の講演／事例について、他の人に説明する際に、情報システムの役割を説明
することは重要であると思いますか
設問 3.… これまでの授業を受けて、情報システムは経営の効率化（生産性向上）のために
重要だと思いましたか
設問 4.… これまでの授業を受けて、情報システムは顧客の獲得、顧客との関係強化のため
に重要だと思いましたか
設問 5.… これまでの授業を受けて、情報システムは新ビジネスや、仕事の内容を革新する
ために重要だと思いましたか
設問 6.… これまでの授業を受けて、今、「経営における情報システムの役割・仕組み」への
興味、学習意欲はどの程度ですか
　ここでは、これらの設問に対する回答について分析する。なお、継続的な学習効果をみるた
めに、全回答者 159 名のうち、出席率が 50%を超える 112 名を分析対象とした。これら対象
者については、毎回、すべての設問に回答している。
　まず、各設問の評価を1（低い）～ 5（高い）で得点化した。その上で、授業開始初月である
4月に行われた 2回のアンケートで平均 3点以下だった、講義に関する理解、経営情報学に関す
る理解および経営情報学への関心の低かった学生の、その後の得点の変化を表したのが表である。
表 1　講義開始時（4 月）のアンケートで平均評価得点が 3 以下だった学生の月別平均評価得点
 
設問1 50 2.78 ± 0.56 3.31 ± 0.80 3.16 ± 0.82
設問2 21 2.87 ± 0.78 3.57 ± 0.86 3.05 ± 0.60
設問3 16 2.89 ± 0.78 3.49 ± 0.86 3.35 ± 0.60
設問4 18 2.77 ± 0.63 3.48 ± 0.82 3.39 ± 0.81
設問5 17 2.86 ± 0.64 3.59 ± 0.79 3.41 ± 0.78
設問6 21 2.84 ± 0.78 3.49 ± 0.86 3.38 ± 0.60
学生数
（112名中）
平均評価得点（平均±標準偏差）
設問番号
4月 5月 6月
　ここで、設問 1においては、講義開始時のアンケー
トでの平均評価点が 3以下だった学生が約 45％（50 名）
を占めていた。これが、直線的ではないものの、5、6
月において平均得点で 3を超えたことは、本講義の学
習効果の一つとして良いものと考える。ただし、標準
偏差は大きくなる傾向にあったため、効果がなかった
学生も一定数存在することには留意しなければならな
い。こうした学生に対する事前／事後学習の工夫など
は、今後の課題となろう。
　その他の設問については、講義開始時のアンケートで
の平均評価点が 3以下だった学生がそれぞれ 20％前後
であり、サンプル数が少なくなってしまうが、これにつ
図 1　各学生の設問 1 平均得点に対する
設問 6 平均得点の分布
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いても、すべての設問で 5、6月において平均得点で 3を大きく超えている。特に、その都度の
講義の内容ではなく、それまでの講義すべてを踏まえた経営情報学の理解に関する質問である
設問 3～ 5、およびそのときの経営情報学への興味に関する質問である設問 6において、平均値
が 20％程度高くなっていることは、本講義の継続的な学習効果を表すものであろう。
　次に、事例紹介が経営情報学を学ぶ動機づけになっているか、という点を考察するため、学
生ごとの設問 1の平均評価得点と、設問 6の平均評価得点との散布図を図 1に示す。
　これについて回帰分析を行ったところ、ピアソンの積率相関係数は約 0.72 となり 5%水準で
有意となった。なお、調整済みR二乗値は約 0.51 であった。更に図 1より、学習意欲が高い（設
問 6の平均評価得点が高い）学生でも事例の内容が理解できない（設問 1の平均評価得点が低い）
学生はみられるのに対し、内容が理解できた学生で学習意欲が低い学生はみられなかった。こ
れは、紹介された事例を理解できればできるほど、学習意欲が高まることを示唆するものであり、
本講義で紹介した事例の内容により、学生の経営情報学への興味を喚起できたものと考える。
　以上の通り、毎回の講義後のアンケートから、本講義が当初の目的を一定以上果たしたこと
が定量的に示された。ただし、上述の通り、まだサンプル数が十分とは言えないため、今後も
データを蓄積していきたい。
4.2　総合的な評価と今後の課題
　本講義では、経営情報学科でのカリキュラムへの導入となるべく、各分野での先駆者・リー
ダーの方たちのオムニバス講義を聴講し、また自ら学外に出かけて情報システムの現場での先
端的活用を学んでくることによって、経営情報学に対する造詣を深めることを目的とした。そ
の教育効果を測るため、各回の講義ごとに Google…Classroom を用いて講義概要や聴講後のま
とめ・感想のレポート作成・提出を課題とした。また、オムニバス講義の前の授業においては、
事前学習として講義者の紹介やその分野のバックボーンについての解説などを行い、次の講義
回での理解が促進するよう試みた。本稿では触れていないが、事前学習を受けた場合（事前学
習出席者）と受けていない場合（欠席者）とで、4.1 節における評価を分析することも一つである。
　本講義において従前より利用してきた Google…Classroom の活用は学内においては先駆的
なものであり、本学学生は Gmail のアカウントを所持していることから、導入も比較的容易
で、かつ将来的に全学的な e－ポートフォリオを構築するためにはなんらかの LMS（Learning…
Management…System）が必要とされることから、その一部として Google…Classroom を利用
することは非常に有用であると思われる。
　4.1 節における質問調査は今回の実施が初めてであり、年度ごとの比較や経年変化の考察な
どについてはまだ行われていない。学生からの授業評価結果（VOICE）と合わせて分析する
ことによって、今後の教育効果測定に役立てたい。
　本講義が、カリキュラムの上で経営情報学科の学びの基礎となり得ているかどうかの判断も
そのエビデンスとしてはまだ不十分である。今後他の科目との関係性において、既履修者の上
級生に振り返りの調査などを行うことなどによって、本講義の意義などを探っていきたい。
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